


きょうそうさんかくたんけんねっと　地域エコシステム・ユニット応募申請書
注：以下にご提供いただきました個人情報は、KSTNの運営に関する目的にのみ利用させていただきます。
ご記入にあたって
· 記入にあたっては、あらかじめ公募要項をご覧いただきますようお願いします。
· 青字は、申請時には削除し、黒字で記入してください。
· 申請書の作成に当たって、本様式に示される表の行の高さは記述量に応じて適宜変更することができますが、極力、列の幅の変更はしないでください。
· 以下の項目中の（　）内の番号は、公募要項の「４．地域エコシステム・ユニットに申請するための適格基準」に対応しています。
	地域エコシステム・ユニットの
名称
	

	活動の目標
（１）
	

	コア・メンバー
（２）
※①～③のカテゴリーの方々がそれぞれ２名以上参加している必要があります。
	①学校関係者（最低でも１名は学生・生徒さんの参加が必ず必要）
・△△市立□□中学校　教諭　□△△□

・△△市立○○高等学校　生徒　△△○○
②研究者

・△△大学　○○学部　教授　□□□□

・□□研究所　□□センター　准教授　○○△△
③上記以外の関係者＝例：教育委員会など自治体関係者、財団、NGOやNPO、その他の団体関係者
・△△市教育委員会　□□課　主任指導主事　○○○○

・△△市教育委員会　教育センター　課長　○△○○
※①～③の方々がそれぞれ２名以上参画していることが要件です。

	コア・メンバーの所属組織以外で、地域エコシステム・ユニットに地域レベルで参画する組織名
（存在する場合）
	・○○市教育委員会
・○○大学
・○○研究所

・○○市立□□中学校

・○○市立○○高等学校
・○○商事

	今後、参画の可能性がある組織名注：申請書の提出時点ではまだ決定していない、参画や関与を検討している組織を記載することができます
	・△△県教育委員会

・△△研究所

	代表者１
大人

（３＆４）
	・△△大学　○○学部　教授　□□□□
※地域エコシステム・ユニットとして選定された場合には、この方が、今後、KSTNのステアリング・コミッティに参画し、KSTNの運営に携わることとなります。代表者のうちお１人は大人、お１人は学生・生徒さんが要件です。

	
	①2021年のOECD福島ワークショップまたはOECDのEducation 2030プロジェクトに貢献した（単なる参加だけでは不可）

②所属している組織（例：学校）の目標が、OECDのラーニング・コンパスのキー・コンセプトと何らかの形で明示的に連携している
※①②のうち、該当しないものを削除してください。

	代表者２
学生・生徒

（３＆４）
	・△△市立○○高等学校　生徒　△△○○
※地域エコシステム・ユニットとして選定された場合には、この方が、今後、KSTNのステアリング・コミッティに参画し、KSTNの運営に携わることとなります。代表者のうちお１人は大人、お１人は学生・生徒さんが要件です。

	
	①2021年のOECD福島ワークショップまたはOECDのEducation 2030プロジェクトに貢献した（単なる参加だけでは不可）

②所属している組織（例：学校）の目標が、OECDのラーニング・コンパスのキー・コンセプトと何らかの形で明示的に連携している
※①②のうち、該当しないものを削除してください。

	地域エコシステム・ユニットとしての国際協働
（５）
	国名：

	
	学校名：

	
	当該学校の概要：

	
	当該学校の連絡担当者又は当該学校をモニターしている研究者
：

	地域エコシステム・ユニット
における
研究や実践の
テーマと研究における問い
（６＆７）
	※以下の５つのテーマ別ワーキンググループの中から、最も焦点を当てたいテーマを１つ選んでください。残りの４つを削除してください。
　①　TWG1：教師とティーチングの未来のビジョン
　②　TWG2：カリキュラム改革と教員養成・教員研修との連携
　③　TWG3：カリキュラム改革と指導方法・学習評価との連携
　④　TWG4：Education2030に関する実験的な学校のハブ
　⑤　TWG5：ラーニング・コンパスの深堀りと進化

	
	研究における問い：この活動を通して探究することを計画している研究における問いを記載してください。

	
	※(a)上記の研究における問いを選んだ動機、(b)計画されている学校での実践（取り組み）、(c)その実践（取り組み）をモニタリングするために計画されている研究手法を簡単に記載してください。(500字以内)


	地域エコシステム・ユニットにおける研究や実践によって目指す成果
（７）
	※(a)地域エコシステム・ユニットの活動の成果をどのようにして測定しようと計画しているか、(b)この活動の結果をどのように広く発信しようと計画しているか、について記載してください。（150字以内）

	地域エコシステム・ユニットとして目指すコレクティブ・インパクト
（８）
	※(a)地域エコシステム・ユニットの活動をどのようにして文書にまとめようと計画しているか、また、可能であれば、どのようにして地域エコシステム・ユニットによってもたらされたコレクティブ・インパクトを評価しようと計画しているか、(b)コレクティブ・インパクトに関する研究成果をどのように広く発信しようと計画しているか、について記載してください。

	地域エコシステム・ユニットの

運営体制

（９）
	※(a)地域エコシステムがどのように運営されるか（例：誰によって、どのように活動が調整・管理されるか、ユニット内外とのコミュニケーションの主な担当者は誰か）、(b)全体的な決定の責任者は誰か、について記載してください。

	運営費用の確保の方法

（９）
	※地域エコシステムとして、この活動の運営予算を確保する方法について記載してください。（例：この活動が一般的な学校の活動の一部である場合、予算は一般的な学校の予算の一部であると記載してください。研究者や他の関係者からの支援がある場合、その内容を具体的に記載してください。財団から寄付等がある場合は、その予算の内容と規模を記載し、コレクティブ・インパクトのパートナーの一部としてその財団名を記載してください。会議を予定している場合、誰が旅費を負担するかを記載してください。など）


○地域エコシステム・ユニットの連絡先等
　
　※代表者（１名は大人、１名は学生・生徒）の方には、氏名の終わりに※マークを記載してください。
	
	　①学校関係者（少なくとも１名は学生・生徒）
	

	
	コア・メンバー１
	氏名
	
	

	
	
	メールアドレス
	
	

	
	コア・メンバー２
	氏名
	
	

	
	
	メールアドレス
	
	

	
	　②研究者
	

	
	コア・メンバー３
	氏名
	
	

	
	
	メールアドレス
	
	

	
	コア・メンバー４
	氏名
	
	

	
	
	メールアドレス
	
	

	
	　③上記以外の関係者＝例：自治体関係者、財団、NGOやNPO、その他の団体関係者
	

	
	コア・メンバー５
	氏名
	
	

	
	
	メールアドレス
	
	

	
	コア・メンバー６
	氏名
	
	

	
	
	メールアドレス
	
	


※この応募申請書は、全体で４ページ以内に納めてください。
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